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電気通信大学個別試験「情報」サンプル問題の採点結果概要
の報告

小宮 常康1,a) 渡辺 博芳1 中山 泰一1 成見 哲1

概要：電気通信大学では，2025年度入試より個別試験「情報」を出題する．その準備として，2023年 11

月に試作問題を公開し，2024年 7月には，試作問題とは異なる単元からのサンプル問題を追加で公開し
た．また，サンプル問題について高校生に解答してもらい，その採点結果を収集した．さらに，サンプル
問題に対する簡単なアンケートも実施した．本稿では，それらの結果について報告する．

Report on the Overview of Scoring Results for the Sample Questions in
the University of Electro-Communications’ Individual Test on

“Informatics”
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Abstract: The University of Electro-Communications will include “informatics” in its individual test start-
ing in the 2025 entrance exams. As part of the preparation, prototype questions were released in November
2023, and additional sample questions covering different course units from those in the prototype questions
were released in July 2024. We collected the scoring results from high school students who answered these
sample questions. Additionally, a brief questionnaire regarding the sample questions was conducted. This
report summarizes those results.

1. はじめに
これまで個別試験「情報」を出題していた大学に加え，

2025年度入試から始まる大学入学共通テストの出題教科
「情報」の実施に合わせて，複数の大学が個別試験「情報」
を出題することを公表している [1], [2]．電気通信大学（以
下，電通大）においても，2025年度入試から個別学力検査
前期日程において「情報」を出題する [3]．
その準備として，電通大では高校 2年生および中等教育

学校 5年生を対象に，「試作問題」[5], [6]を用いた，本番
の試験に準じた形式の受験体験会を 2023年 11月に開催し
た [4]．この体験会の目的は，受験を検討する方々に電通大
の個別学力検査「情報」のイメージを持ってもらうことで
あるが，出題内容や難易度の改善のもとなるデータを得る
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ことも目的としており，その一部の結果は文献 [9]や [10]

で報告している．
2024年 7月には，試作問題とは異なる単元からの「サン

プル問題」を追加で公開した [5], [6]．そして，サンプル問
題についても高校生に解答してもらい，その採点結果を収
集している．また，サンプル問題に対する簡単なアンケー
トも実施した．本稿では，このサンプル問題に関するそれ
らの結果について報告する．

2. 電気通信大学における個別試験「情報」
電通大の個別試験「情報」は，一般選抜前期日程で出題す

る．具体的には，これまで必須であった個別試験科目「数
学」「英語」「物理」「化学」に「情報」を新たに加えた上
で，「物理」「化学」「情報」については，これら 3科目か
ら 2科目を選択する科目選択制に変更する（解答時間は 2

科目あわせて 120分）．つまり情報を物理，化学と同じ扱
いとした．電通大の学部（学域）には，I類（情報系），II
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類（融合系），III類（理工系）の 3つがあり類別の入試を
実施するが，いずれの受験生であっても情報 Iを選択でき
る．なお，受験者が解答する 2科目は，試験室で解答時に
選択できるようにする予定である．
「情報」の出題範囲は「情報 I」のすべての範囲であり，情
報に関する基礎的な知識と思考力を問う問題を，特に「コ
ンピュータとプログラミング」の分野 / 情報技術やデータ
を活用するための論理的思考力を中心に出題・評価する予
定としている．
2023年 11月に公開した試作問題は，内容・難易度・分量

ともに本番の個別試験を想定して作成した．試作問題は 3

つの大問からなり，各大問の出題意図は次のとおりである．
第 1問 情報に関する知識と思考力を問う．試作問題で

は，情報通信ネットワークを題材とした（配点 20点）．
第 2問 情報技術やデータを活用するための論理的思考力

を問う．試作問題では，正方形で構成される盤面に二
人で交互に線分を引き，線分を引けなくなった方が負
けとするゲームを題材とした（配点 40点）．

第 3問 プログラミングによる問題解決のための思考力を
問う．試作問題では，6桁の数字列を辞書式順に列挙
する計算手順を題材とした（配点 40点）．本問につい
ては，解説記事が文献 [7]に掲載されている．

これらの大問のうち，第 1問の出題意図は他の大問に比
べて知識への依存度が比較的高く，試作問題の 1問だけで
は十分なイメージを与えることが難しい．そこで，ネット
ワーク以外の題材を用いた配点 20点の問題をサンプル問
題として追加で公開することとした（もちろん，これら以
外の題材の出題も考えられる）．

3. サンプル問題とその採点結果等
サンプル問題には，浮動小数点数の問題と著作権法の問

題の 2問がある．その冒頭部分を図 1，図 2に示す．いず
れも，前節に示した，第 1問の出題意図に沿う問題である．

浮動小数点数の問題では，問題の中で定めた 8ビット幅
の浮動小数点数形式を使って表現できる値を問う．正規化
数の表現と，ケチ表現による非正規化数の表現が登場する
が，それらについては一切触れていない（解く上でそれら
の知識は不要）．また，非数についても扱わない．したがっ
て本問題は，規則を正しく理解して適用できるかをみる問
題といえる．なお，本問については，情報処理学会の note

記事 [8]で解説されている．
著作権法の問題では，記述式の問いを基本とし，きちん

と理解できているか，知識がどの程度身に付いているかを
確認できるような形式とした．

3.1 採点結果（電通大開催）
サンプル問題は，2024年 7月 14日開催の電通大第 1回

図 1 浮動小数点数の問題の冒頭部分

図 2 著作権法の問題の冒頭部分

オープンキャンパスの「情報」科目試作問題解説会（対
面＋オンライン同時配信）において公開され，解説会参加
者には会場でサンプル問題を解いてもらった．ただし，会
場は講堂であり，厳格な試験会場とは異なりやや和やかな
雰囲気の中で解いてもらっている．解答者の学年等の内訳
を表 1に示す．解答時間は 2問分としてはやや短めの 18

分程度であった．*1
それぞれの問題の得点率の平均，中央値，標準偏差を表 2

に，得点分布を図 3，図 4に示す．ただし，電通大で開催
した際は，問いごとの点数を設定せず，浮動小数点数の問
*1 本番の個別試験の試験時間は 2 科目分で 120 分なので，情報に

60 分を費やすとすれば，配点で単純計算するとサンプル問題 2
問には 24 分必要となる．
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表 1 解答者の学年等
学年等 人数
中学 3 年生 1

高校 1 年生 (中等教育学校 4 年生) 8

高校 2 年生 (中等教育学校 5 年生) 46

高校 3 年生 (中等教育学校 6 年生) 86

既卒 6

保護者 1

計 148

表 2 得点率の平均値・中央値・標準偏差
浮動小数点数 著作権

平均値 0.521 0.611

中央値 0.538 0.636

標準偏差 0.335 0.230

解答者数 143 134
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図 3 浮動小数点数問題の得点分布
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図 4 著作権問題の得点分布

い 13問，著作権の問い 11問のうち何問解けたかを解答者
自身によって自己採点してもらった．
2つの問題で比べると，浮動小数点数の問題の方が得点

率が低い．また，標準偏差は浮動小数点数の問題の方が大
きく，得点分布の形状は正規分布から大きく外れている．
また，正答数 0 の解答者が多いものの，高得点の解答者
も多い．なお，2つの問題の得点率の相関係数は 0.345で
あった．

3.2 アンケート結果（電通大開催）
「情報」科目試作問題解説会では，解答者にアンケート
も実施した．アンケートでは自由記述による感想を収集し
た．その中では難易度に関する記述が目立った．そこで，
難易度に関する回答をまとめたものを表 3に示す．

表 3 難易度等の感想（回答数 71）
難易度等の感想 割合 [%]

時間が足りない 46.4

難しい 21.2

ちょうど良い/簡単 15.5

時間が足りない・難しい 9.9

時間が足りない・ちょうど良い/簡単 7.0

0 5 10 15 20 25 30 35 40

「物理」と「化学」を選択予定

「情報」と「物理」を選択予定

「情報」と「化学」を選択予定

試験問題を見てから決定する予定

現時点では科目を決めていない

前期日程の受験の予定はない/電通大
を受験するか未定など

人数

図 5 科目の選択

2つの問題の難易度に関する回答を見ると，浮動小数点
数の問題の方が難しかった，という回答が多かった．しか
しそれらの回答数の差は極端ではなかった．以下に，難易
度に関する自由記述の回答例を挙げる．
• 浮動小数点数の問題は、凡ミスをしなければ解けそうだった。
• 浮動小数点数が全然わからなかった。
• 授業で情報をやっていないのもありますが、浮動少数点数
は全く分かりませんでした

• 浮動小数点数の考え方がわからなかった
• 記述が難しかった
• 著作権の問題の方が難しいと感じた問題が多かった
• 著作権の問題では、具体的な権利名や権利の具体的な意味
など、共テ模試では選択肢を見れば解けそうな問題も記述
ではなかなか難しかった。

• 浮動小数点数の問題はただの 3変数の関数なので特別難し
いことはなかった。著作権の問題は覚えていなかったこと
があったが一般常識で乗り切れた。

• 浮動小数点の問題は誘導しすぎなのではないかと思う、例
を出さずにそのまま問題でもいい気がする。

• 高度な情報知識を必要とせず、論理的に思考することで回
答を導け出せる点が良いと思った反面、時間内に終わらせ
ることが難しいと感じた。

• ちゃんと考えれば解ける問題で面白かった
• 難しいとは感じなかったが、時間は足りなかった。解いて
いて楽しかった。

テスト実施前には，浮動小数点数の問題は（浮動小数点
数の具体的かつ詳細な知識が要求されると思われて）多く
の生徒にとって受け入れがたいのではないかという懸念も
あった．しかし，こちらの意図通り，思考力を主に問う問
題として捉えている生徒もそれなりにいたという印象を受
けた．
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図 6 高校での実施結果: 浮動小数点数問題の得点分布

著作権の問題については，予想通り，記述式としたこと
で難易度が上がったと感じた生徒が多かったようである．
これは試作問題の第 1問（ネットワークを題材とした問題）
の時点でも，同様の傾向が見られると考えていたが [9]，今
回の実施結果でより明らかになった．
また，自由記述による感想に保護者から次のような回答

があった．
• このような内容であれば積極的に選択を勧めたい
解説会を通じて，保護者等へも「情報」入試に関して理解
をしていただく良い機会になっていると感じた．
アンケートでは前期日程の個別試験で選択する科目につ

いても尋ねた．その結果を図 5に示す．「情報」を選択し
た回答者が比較的多いことから，ある程度の受験生が「情
報」選択することが期待される．

3.3 採点結果（高校実施）
電通大では，2024年 5月 11日に高校の教諭等を対象に

開催した『2025年度入学者選抜における「情報」入試／

CBTに関する令和６年度説明会』において，サンプル問題
を用いた高校でのテスト実施に協力できる方を募った [11]．
その結果，複数の高校教諭から協力をいただけた．本節で
は，その結果について報告する．
浮動小数点数の問題の結果
図 6に，浮動小数点数の問題を用いた高校でのテスト実

施結果（得点分布）を示す．3.1節の採点法と異なり，電
通大が定めた（問いごとの）配点に基づいて採点されてい
る（20点満点）．なお，グラフに記載された高校名のイニ
シャルは実際の高校名を反映しておらず，同じ高校の異な
る学年やクラスによる実施結果が別のイニシャルで表示さ
れている場合もある．
サンプル問題の高校でのテスト実施は，授業等の時間を

割いて行っていただくため，高校側の裁量で実施方法をア
レンジすることを許可した．そのことに関して，留意すべ
き事項を以下に記載する．
K高校 マークシート方式で実施．考査の最後の問題と

したため時間が足りなかった生徒が多かったとのこと
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図 7 高校での実施結果: 著作権問題の得点分布

（全く手を付けていない解答は排除）
M高校 考査で実施．最後の問題かつ筆記のためやらな

い生徒も見受けられたとのこと
Q高校 20点満点であるが配点を変更して実施
W高校 考査の最後の問題としたため時間が足りなかっ

た生徒が多かったとのこと
得点分布を見ると一部の高校を除いて，図 3に類似して，

釣鐘状の形をしておらず，低得点者と高得点者の両者が多
い高校もある．
Q高校においては，受験者が文系/理系クラスのどちら

であるかのデータが提供されている．文系と理系でそれぞ
れ平均と中央値を調べると，文系は平均 5.0点，中央値 3

点，理系は平均 12.4点，中央値 13点であった．浮動小数
点数という理系らしい題材のためか理系の方がかなり得点
が高い．
著作権の問題の結果
図 7に，著作権の問題を用いた高校でのテスト実施結果

（得点分布）を示す．留意すべき事項は以下の通りである．
B高校 一部の問いを除いて，12点満点で実施
得点分布を見ると，いずれも図 4に類似しており，概ね

釣鐘状の形をしていることがわかる．
Y高校においては，受験者の文系/理系クラスデータが

提供されており，文系は平均 12.0点，中央値 12点，理系
は平均 12.1点，中央値 12点であった．先に述べた浮動小
数点数の問題のケースとは異なり，差はほとんどない．

4. おわりに
本稿では，サンプル問題の概要を紹介するとともに，高

校生による解答の採点結果の概要および，サンプル問題等
に関するアンケート結果の概要を報告した．
解説会の受験では解答時間が短く，また，複数の高等学

校に協力を得た受験では条件が様々であったが，2問とも
正解できた生徒とできなかった生徒があり，適切な問題に
なっていると考えている．
謝辞 3.3節で示した採点結果は，埼玉県立浦和高等学

校 伊藤剛志先生，獨協中学・高等学校 宇津木保則先生，世
田谷学園高等学校 神藤健朗先生，大宮開成中学・高等学校
高橋倫史先生，埼玉県立松山高等学校 福島俊亮先生，成城
中学校・成城高等学校 松原圭太先生，および匿名の先生か
らご提供いただいた．サンプル問題を利用したテスト実施
および採点のご協力と，採点データの利用にご承諾いただ
いたことに深く感謝申し上げます．
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